
災害時の連携を考える

令和

日本生命病院　あったかふれあいホール

医療・介護・福祉に関わる職員

早川  喜代司
令和４年４月から西区役所に勤務。

阪神・淡路大震災では陸上自衛隊第３師団飛行隊長として発災当初から100日間災害派遣活動

に従事。その後京都府庁に危機管理部署の参事として入庁し、東日本大震災では発災当初か

ら福島県に派遣され、支援活動に従事。これまでの経験と知識を生かし、防災訓練・防災講

話を行うとともに、講師としても幅広く活躍されている。

医療・介護 合同研修会

会場

日時

対象

講師

��:�� ～ ��:��８年２月 ��日（水）

大規模災害が発生した際、
どのような行動を取るべきか、行政はどのように動くのか、
病院や介護関係の事業所はどのような行動を取ろうしているのか。
西区全体の災害対策を把握した上で、自分たちの行動や近隣の関係機関の
動きを考えることが、連携の第一歩となります。

第１部

第２部

講演

図上訓練

大規模災害の実態を知り対策を考える  ～介護 / 医療従事者としての備え～

災害発生時を想定し、実際の行動や連携を考える

西区役所防災アドバイザー

氏

命の医療・介護 「連携力」が を守る！

元陸上自衛隊　第３師団飛行隊長
元京都府防災・原子力安全課参事
京都府危機管理アドバイザー

大阪市西区医師会在宅医療・介護連携相談支援室、
西区つながるプロジェクト実行委員会、西区役所共催 お申し込みはコチラ

※事前申込制/申込期限：1月30日（金）


